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     使用者委員 礒合委員、土屋委員、開委員 

 

     運   輸   局 岩佐海事振興部長、三浦海事振興部次長、 
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           衣川船員労働環境・海技資格課長 
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議  事  概  要 

 

横見部会長： 

それでは、ただ今から第１９１回近畿船員部会を開催いたします。 

あらかじめお配りしております「第１９０回船員部会」の議事録につきま

して、ご承認をお願いしたいと思います。ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

横見部会長： 

無いようですので、ご承認をいただいたものとして取り扱わせていただき

ます。 

それでは、議題１の「管内の雇用等の状況」について、運輸局からご説明 

をお願いいたします。 

 

土本船員労政課長： 

それでは「令和６年７月分管内雇用状況」につきまして、ご説明させてい

ただきます。 

１．職業紹介状況 

①求人関係 

新規求人数は、６４人（前月比＋５人、８．５％の増、前年同月比：－

５４人、４５．８％の減）となっています。 

月間有効求人数は、１７１人（前月から増減なし、前年同月比：－７４

人、３０．２％の減）となっています。 

②求職関係 

新規求職者数は、９人（前月比－２人、１８．２％の減、前年同月比：

－４人、３０．８％の減）となっています。 

月間有効求職者数は、２７人（前月比－４人、１２．９％の減、前年同

月比－４人、１２．９％の減）となっています。 
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③成立状況 

当月の成立数は、１人（前月比：－５人、８３．３％の減、前年同月

比：－９人、９０．０％の減）となっています。 

④職員・部員別成立者内訳 

職種別の内訳は、甲板部職員１人、機関部職員０人、甲板部部員０人、

機関部部員０人、事務部部員０人となっています。 

年齢別については、１０歳代０人、２０歳代０人、３０歳代０人、４

０歳代０人、５０歳代０人、６０歳代１人、７０歳代０人となってい

ます。 

２．新規求人・求職者の取扱実績 

①職種別内訳 

新規求人の職種別内訳は、職員５１人（甲板部３３人、機関部１８人、

無線部０人、事務部０人）、部員１３人（甲板部７人、機関部０人、無

線部０人、事務部６人）となっています。 

新規求職の職種別内訳は、職員３人（甲板部２人、機関部１人、無線部

０人、事務部０人）、部員６人（甲板部４人、機関部１人、無線部０人、

事務部１人）となっています。 

②新規求職者の退職理由 

内訳は、船舶所有者の都合が０人、定年退職１人、雇用期間満了２人、

本人の申し出５人、自己の健康０人、倒産０人、就労中０人、不明１人

となっています。 

③新規求職者の年齢別 

３０歳未満１人、３０歳代１人、４０歳代０人、５０歳代２人、６０歳

以上５人となっています。５０歳以上は７人で占める割合は７７．８％、

３０歳未満の占める割合は１１．１％です。 

 

３．失業等給付金支給状況 
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当月末の受給資格者数は８人で、基本手当の支払実人数は１人、給付件

数は２件となっています。給付金額は２４６，８８０円です。前月は０人、

給付は０円でした。 

それから、高年齢求職者給付金が０件０円、再就職手当が１件５２８，

３６０円、就業促進定着手当が０件０円よって、当月支給額計は、２４６，

８８０円となります。 

 

４．月間有効求人倍率の推移 

７月の近畿船員は６．３３倍で、前月比＋０．８１ポイント、前年同

月比、－１．５７ポイントとなっています。 

 

５．近畿運輸局、月間有効求人・求職状況 

①月間有効求人は１７１人で、このうち、新規求人者数は６４人となって

います。 

当局の紹介による求人側の成立は１人、他局成立は０名でございました。 

求人の取り消しは６２人で、理由の内訳は有効期限切れ６０人、自己応

募・縁故により採用０人、会社都合により取り下げ２人、その他は０人

となっています。 

 

②月間有効求職者は３７人で、前月との差は－１０人でした。 

当局の紹介による求職側の成立は０人、他局成立は０人でした。 

求職の取り消しは１０人で、理由の内訳は期限切れ７人、自己応募・縁

故により採用０人、自己都合により取り下げ３人、その他０人となって

います。 

 

６．全国運輸局別の有効求人、有効求職、成立数、有効求人倍率 

①６月の全国の月間有効求人数は、３，１０１人で、前月比６３人増の

１０２．１％、前年同月比は１０２．５％となり、７７人増加してい

ます。 
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②６月の全国の月間有効求職数は、６８２人で、前月比１人増の１００．

１％、前年同月比８３．９％となり、１３１人減少しています。 

③６月の全国の成立数は、４７人で、前月比１１人増の１３０．６％、

前年同月比では８８．７％となり、６人減少しています。 

④６月の全国船員の有効求人倍率は季節調整値により４．６６倍となっ

ています。６月の全国陸上は季節調整値により１．２３倍となってい

ます。 

以上が管内の雇用等の状況でございます。 

 

横見部会長： 

 ご説明ありがとうございます。 

 資料１、２、３について何かご質問等ございますでしょうか。  

 

三輪委員： 

 資料２の７ページ、船員未経験者の中で、成立情報のところに受講指示と

ある方とそうでない方について、どのような違いがあるのでしょうか。 

  

土本船員労政課長： 

 本人の希望により、受講を指示します。講習修了まで４．５ヶ月、費用も

かかりますので、受講せずに働きたいという方もいらっしゃいます。 

 

三輪委員： 

 受講の情報はどのタイミングで提供するのですか。 

 

土本船員労政課長： 

 求職者の方にパンフレットを渡して説明します。求職者それぞれのご事情

に応じて説明しますので、積極的に受講させるということはしておりません。 
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土屋委員： 

 未経験の方で船の仕事が続けられるかわからないという理由で、就職前に

資格取得の学校にいかない人はいます。実際に船に乗ってみて船内環境等で

やっぱり船員の仕事は無理となると資格が無駄になってしまうと考えておら

れるようです。 

 

三輪委員： 

 ありがとうございます。 

 

横見部会長： 

他に何かございますでしょうか。 

無いようですので、それでは、次に議題２の「その他」に入ります。 

 運輸局の方から説明をお願いします。 

 

三浦海事振興部次長： 

資料４を説明申し上げます。 

まず、令和６年６月分の内航海運の輸送動向調査の概要ですが、貨物船と

油送船を合計した輸送量は前年同月比 ９９％となっております。 

貨物船は鉄鋼、燃料（石炭、コークス）が増加となった一方で、原料、

紙・パルプ、雑貨、自動車、セメントは減少、油送船は黒油とケミカル以外

は増加となったようです。 

 

６月の貨物船の輸送量は、前年同月比１００％、前月比１０９％となって

います。 

 

鉄鋼は 前年同月比 １０５％であり、前月に続いて順調な輸送が継続し

て いるようです。 

原料は 前年同月比 ９６％。金属鉱等は増加が見られた一方、石灰石の

減少のため全体として減少となったようです。 
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燃料は 前年同月比１３２％。前月に続いて石炭火力発電所の定期修理が

あった影響で、石炭は反動増、コークスは減少しているようですが燃料全体

としては大きく増加しているようです。 

紙・パルプは 前年同月比 ９９％。紙は前年同月並みでパルプは前年同

月に比べて大幅に増加が見られ、木材（バイオマス燃料）が受け入れ先の定

期修理による減少で、全体としては微減となったようです。 

雑貨は 前年同月比 ９８％で、一般雑貨が減少のようで、前月まで続い

ていたコンテナの内航船の横持ち輸送の減少に関して下げ止まりが見られた

ようです。 

自動車は 前年同月比９８％で、一部メーカーのデータ試験の不備等によ

る輸送量の減少があったようです。 

セメントは 前年同月比 ９４％で、販売数量の全国的な減少により引き

続き低調となったようです。 

 

続きまして、油送船の輸送量ですが、前年同月比 ９８％で、前月比 ９

９％となっています。 

黒油は前年同月比 ９０％で、今月も一部で製油所の装置不具合等による

転送需要の送り込みは変わらずですが、トラブルにより停船していた船が下

旬から戻ってきたようです。 

白油は前年同月比 １０１％。ジェット燃料油の輸送は好調に推移してい

る一方で、製油所の定期修理及びトラブルにより出荷製品の少なさから出荷

パターンの変更が生じている。このことから輸送距離が延びており、船員の

労働時間管理の問題と相俟って船腹はタイトな状況であり、一部ケミカル船

での輸送を行っている状況となっているようです。 

  

それでは３ページ以降、貨物ごとの状況です。６月の欄と対前月の欄をご

覧下さい。 

鉄鋼ですが、 前年同月比で １０４．６%、対前月比は  ９９．５% 

原料は、   前年同月比で １０１．２%、前月比では １０５．０% 

燃料は、   前年同月比で １３２．０%、前月比では １２６．０% 
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紙・パルプは、前年同月比で  ９８．５%、前月比では １１５．８% 

雑貨は、   前年同月比で  ９８．４%、前月比では １０６．７% 

自動車は、  前年同月比で  ９８．０%、前月比では １２２．９% 

セメントは、 前年同月比で  ９３．９%、前月比では １０２．７% 

 

貨物船全体の輸送量は、１，６６６万５千トンで 

前年同月比で １０１．７%、前月比では １０９．２%となっています。 

 

黒油（こくゆ）は、前年同月比で ８９．５%、前月比では  ９７．２% 

白油（はくゆ）は、前年同月比で １００．６%、前月比では  ９８．８% 

ケミカルは、   前年同月比で  ９２．２%、前月比では １０２．７% 

一般タンカーの輸送量は、７１８万６千トンで 

前年同月比で  ９６．９%、前月比では  ９８．７%となっています。 

 

続きまして、 

高圧液化は、   前年同月比で １０７．０%、前月比では  ９３．５% 

高温液体は、   前年同月比で １１６．７%、前月比では １１２．３% 

耐腐食は、    前年同月比で １０２．３%、前月比では  ９９．５% 

特タン船の輸送量は、８６万８千トンで 

前年同月比で １０５．９%、前月比では  ９７．６%となっており、 

全てのタンカーの合計は、 ８０５万４千トンで 

前年同月比で  ９７．８%、前月比では  ９８．６%となっています。 

 

次に資料５、令和６年６月における長距離フェリーの輸送実績でございま

す。 

６月の欄と、右のほうの対前月、対前年同月比のところをご覧ください。 

まずは「トラック」ですが、 

北海道方面では、１１，１４８台で、前月比１０８．４%、前年同月比 

１０６．８% 
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北九州方面では、３３，７９５台で、前月比１０４．４%、前年同月比 

１０６．８% 

中九州方面では、１１，１９９台で、前月比１０８．７%、前年同月比 

１１１．４% 

南九州方面では、１１，３６７台で、前月比 ８５．９%、前年同月比 

１１０．１%となっています。 

 

次のページの「旅客」では、 

北海道方面では、 

１６，５３６人で、 前月比 １２３．９%、 前年同月比 １１４．８% 

北九州方面では、 

５９，０７１人で、 前月比  ７０．７%、 前年同月比 １０８．７% 

中九州方面では、 

２７，５８７人で、 前月比  ７６．８%、 前年同月比 １０７．１% 

南九州方面では、 

１７，３４９人で、 前月比  ６１．０%、 前年同月比 １１９．３% 

となっています。 

 

最後に、次のページの「乗用車」では、 

北海道方面では、 

 ６，４５６台で、 前月比 １２０．８%、 前年同月比 １１４．０% 

北九州方面では、 

１９，５７１台で、 前月比  ７３．６%、 前年同月比 １００．１% 

中九州方面では、 

  ４，３２３台で、 前月比  ７３．７%、 前年同月比 １１９．４% 

南九州方面では、 

 ５，９１２台で、 前月比  ６７．８%、 前年同月比 １１０．９% 

となっています。 
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トラック、旅客、乗用車の輸送実績は、北九州方面の輸送台数及び人数が

最も多く、「対前年同月」の比は、いずれも１００％を超えている状況が見

受けられます。 

資料５の説明は以上でございます。 

 

 続きまして、資料６ 船員教育機関卒業生の求人・就職状況及びあり方検

討会の検討の方向性について説明申し上げます。 

はじめに、商船系の船員教育機関に関する求人・求職と入学状況ですが、 

商船系の船員教育機関としては、 

商船系大学は、東京と神戸の２校 

商船系高等専門学校は、富山、鳥羽、広島、大島、弓削の５校 

海上技術短期大学校は、北から小樽、宮古、清水、波方、唐津の５校 

 なお、唐津は今年の４月から短大スタートのようです。 

海上技術学校は、館山、口之津の２校 

最後に海技大学校は、芦屋の１校になっております。 

２ページ目は、令和６年５月に開催されました交通政策審議会海事分科会

第１７１回船員部会資料から引用した船員教育機関卒業生の求人・就職状況

で、直近５年間に商船系大学、商船系高専、海上技術学校、海大に分けた求

人数、就職者数、進学者数をまとめたものとなっているようです。 

３ページ目は、令和５年度の船員教育機関における航海・機関別の求人・

就職状況をまとめたもののようです。 

４ページ目は、三級海技士養成機関の求人・就職状況についての５年間の

推移で、大学、高専、海技大学校ごとに延べ数を棒グラフで示しているよう

ですが、求人数におきましては、求人票のカウントの重複を限りなく排除す

ることを試みた推測値として折れ線グラフでも示しているようです。 

なお、「内航」では、全体の約９割、「カーフェリー／旅客船」では、全

体の約７割を高専が占めているようです。 

大学の場合、就職希望者数の約８割が外航に、約２割が内航に就職してい

るようです。 
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５ページ目は、四級海技士養成機関の求人・就職状況についての５年間の

推移で、本科、乗船実習科、海技短大別の状況を棒グラフで示しているよう

です。 

なお、「内航」、「カーフェリー／旅客船」ともに、求人数は増加してい

るが、就職者数は減少傾向となっているようです。 

1 ページとばしまして、７ページ目は、直近５年間における大学、高専、

海技教育機構別の入学状況を示したもののようです。 

令和６年度に唐津校が短大へ移行したことに伴いまして、全体の入学定員

が、令和６年度から４０５名となっております。 

海技短大、海技学校、いずれも合格を出しているものの、結果的に入学い

ただけない状況が発生しているようです。大学、高専は、ほぼ例年どおりの

ようです。 

各学校の求人・就職状況とはいきませんが、以上が本省の船員部会で報告

されていたものです。 

 

続きまして「海技人材の確保のあり方に関する検討会」の状況についての

ご報告になります。 

16 ページをご覧いただけますでしょうか。 

「海技人材の確保のあり方に関する検討会」は、 

少子高齢化の進行、幅広い業種において生じている人手不足、今後の内航・

外航海運における輸送ニーズの変化等、内航・外航海運を巡る諸情勢の変化

を踏まえた船員のほか、今後の船員養成を担う教官など船員としての素養が

必要な海技人材の確保は喫緊の課題であることを踏まえ、今後の海技人材の

確保のあり方に関し、官民一体となった幅広い検討を行うことし、 

第１回が４月２６日に開催され、「海技人材の人材確保・活用に関する現状

と課題」や「検討会において議論して頂きたい事項」が取り上げられ、 

第２回は５月２４日に開催され、海運業界・有識者から第 1 回の論点につ

いてのヒアリングが行われ、  

第３回が６月２０日に開催され、第２回のヒアリングを踏まえた論点整理が

されたようで、 
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「検討の方向性」として、17 ページ～25 ページが示されています。 

今後の進め方としては、９月頃に具体的な対応策の検討、年内に中間取りま

とめを予定しているようです。 

また、当該検討会の「検討の方向性」の論点３に該当する情報になります

が、（独）海技教育機構のあり方に関する検討についてです。 

全国８校の学校と５隻の大型練習船を擁する基幹的な船員養成機関であり、

これまで１万人以上の優秀な船員を送り出してきましたが、近年は、入学応

募者の減少、学校施設・練習船の老朽化、教員・乗組員の不足、予算の逓減

等の課題に直面しており、これらの課題に対応し、海技教育機構が基幹的な

船員養成機関としての役割を引き続き果たすことができるようにすること等

を目的とし、６月２４日に学識経験者、教育機関等、関係団体、行政による

第 1 回「海技教育機構の中期的なあり方に関する検討会」が開催され、来

年春頃に「方向性まとめ」をする予定のようです。 

論点４に関連する情報としては、６月１３日に荷主企業、内航海運業者、行

政による令和６年度の「安定・効率輸送協議会」が開催され、当該検討会の

背景や論点などが伝えられているところです。 

 

私からの説明・報告は以上です。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

それでは、資料４、５、６について何かご質問等ございますでしょうか。 

 

坂上委員： 

 資料７ページの船員教育機関入学状況で、独立行政法人海技教育機構の定

員数に対して、応募者数が多いにもかかわらず、入学者数が定員を下回って

いるのは辞退者が出ているというお話ですが、補欠合格といった制度はない

のでしょうか。少しでも入学者数が増えれば船員になる人も増えるかと思い

ます。 
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三浦海事振興部次長： 

 海技教育機構に確認いたします。補欠合格になるかわかりませんが、いろ

いろ取り組んでいると聞いたことはあります。それでも厳しいのが現状と思

います。 

 

土屋委員： 

 応募者が多いと言うデータですが、これは総数なので、内容的には定員以

下となっている学校と倍率が２倍となっているような応募が多い学校がある

と思います。都会に近い学校は他に選択肢が多いからなのか応募者数が少な

く、逆に船員さんの里も多い地方学校では倍率が高くなる傾向のように思い

ます。また、応募の多い学校が不合格者に定員割れとなったところを勧める

などのやりとりを学校同士で行っていると言うことも耳にしますが、親御さ

んからすると遠くの学校となると抵抗があるようです。 

 

浦委員： 

 学校ごとの状況はわかりますか。 

 

三浦海事振興部次長： 

 各学校のデータはもらえませんでした。 

 

横見部会長： 

 船員になりたい人が入学したくてもできずにあふれているという状況にあ

るのでしょうか。 

 

三浦海事振興部次長： 

 応募する段階では必ずしも全員が船員になりたいということはないかと思

います。別の学校も受けているということも多いので辞退者も出てくるので

すが、今後はそういった方を船員になりたいと思えるような取り組みが課題

となります。 
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佐藤委員： 

 応募者数はそれぞれ統計の取り方があると思いますが、入学者数を見ると

定員をほぼ充たしているので、あふれている人がいることは想定されます。

定員の拡大をして船員を希望する人を増やしていくことが船員不足解消につ

ながるので、海技教育機構は国土交通省管轄ですので、予算をしっかり組ん

で定員の拡大へ取り組んでいただきたいです。 

 

三浦海事振興部次長： 

 海技教育機構のあり方についても教員不足、施設老朽化などの課題につい

て検討されています。また、来年度の予算については、増額へ向けて要求し

ているという報道もございました。 

 

佐藤委員： 

 一方で、１３ページの水産高校の生徒数については、年々志願者数が減少

しており、定員割れしている学校も多くなっているのが実態ですので、教育

委員会が中学生に対してもっとアピールして水産高校への入学者数を増やし

ていかなければならないと思います。定員割れしている水産高校は別として、

商船高専は定員をほぼ充たしているのでまずは定員を増やしていくことが重

要かと思います。子どもたちへの船員職業の周知、広報活動ももちろん大事

ですが、まずは定員を増やさないとあふれているのであれば船員になりたく

てもなれずに挫折することもありえるので優先して対処をお願いします。 

 

三浦海事振興部次長： 

 教員不足、施設の老朽化などいろいろな課題の中の一つであり、本省も認

識はしているかと思います。 

 

佐藤委員： 
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 できることを一つ一つクリアしていかないと船員不足はいつまでたっても

解決しないと思うし、島国である日本における船員の貢献度・重要度は他の

職業に代えがたいものがあります。 

 

土屋委員： 

 １２ページの予算の推移を見ているとＨ１３年に１０５億だったものが令

和５年に６５億まで減っているのですか。 

 

三浦海事振興部次長： 

 練習船の燃料が足りなかったり、学校の設備が不足してきているのが現状

です。カリキュラムギリギリの範囲で練習船を動かして実習しています。昔

は経験を積ませるために世界一周航海などもあったのですが、今は燃料代の

上昇もあり、予算も削られ、そんな余裕がないのが実情です。 

 

土屋委員： 

 船の新造や大規模修繕もここ５年から１０年くらいで価格が１．５倍くら

いになっていると感じます。学校では現状維持、または船を減らしたりして

いるようですが、大変な現状の中でも学生にとって魅力ある船、設備を提供

できることを期待します。 

 

定岡委員： 

 ８ページの船員数で外国人が多い理由を教えてください。 

 

三浦海事振興部次長： 

 このページに書かれているのは外航の日本人船員と外国人船員となってい

ます。プラザ合意以降の国際競争の中で、日本人船員ではなくコストの低い

フィリピンやインドネシア船員を国際船舶に限り乗り込ませて日本船籍を維

持しつつ外国へ対抗していく動きがあり、全日本海運組合は日本人船員を維

持することの重要性をＰＲしていたのですが、事業の継続と外航海運におけ

る日本人船員の確保維持とのバランスをとりつつ現在に至っています。 
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定岡委員： 

 内航、漁業において日本人船員のなり手が減っていく過程で外国人比率が

増えることはあるのでしょうか。 

 

三浦海事振興部次長： 

 現在は、内航海運についてカボタージュ規制があり、外国人を船員として

乗り組ませて運航することはできません。漁業については、外国人について

部員にのみ特定技能実習生として従事することが認められていいます。 

 

横見部会長： 

 日本商船隊は、日本籍船だけなのか、あるいは便宜置籍船も含むのかどち

らでしょうか。 

 

三浦海事振興部長： 

 日本の会社が支配する便宜置籍船も含まれます。 

 

横見部会長： 

 便宜置籍船は今後減らしていく流れはあるのでしょうか。 

 

浦委員： 

 今後も増えていくと思います。トン数標準税制を導入した際に日本船舶を

一定数確保するとともに日本人船員も増やしていくという取り組みを行った

のですが、日本船舶数は着実に増えた一方で、日本人船員がなかなか増えて

いかないといった状況です。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございます。 
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 他に何かございますでしょうか。 

 

 

横見部会長： 

 それでは次に、事務局より報告事項がありますので、よろしくお願いしま

す。 

 

・今年度の近畿運輸局における最低賃金の諮問について 

〔 岩佐海事振興部長（説明）〕 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。今の件について、何か質問ございますか。 

 

横見部会長： 

それでは続きまして、アンモニア燃料船についての説明をお願いします。 

 

・アンモニア燃料船に乗り組む乗組員の教育訓練について 

     〔 衣川船員労働環境・海技資格課長（説明）〕 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。今の件について、何か質問ございますか。 

 

佐藤委員： 

 教育訓練を受ける場所や費用などは決まっているのでしょうか。 

 

衣川船員労働環境・海技資格課長： 

 まだ細部までは固まっていません。アンモニア燃料船が増加してくる段階

で実施の場所などが定められるようです。現在は１隻の実験船のみが対象で、

暫定で作成してものです。おそらくはメーカーで行うのではないでしょうか。 
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礒合委員： 

 一般的にはメーカーの工場で行うことが多いです。ＬＮＧ燃焼船などは危

険物の扱いなど、メーカーの訓練を受講していると聞いています。 

 

浦委員： 

 タンカーですか。 

 

衣川船員労働環境・海技資格課長： 

 ハーバータグです。元々ＬＮＧ燃料タグボートをＩＨＩの原動機を使って

動かしています。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

それでは、次に、船員政策や船員労働全般に関わる様々な問題について、ご

意見や情報などございましたらご発言をお願いいたします。 

 では、まず労働者委員のほうから何かございますでしょうか。 

 

坂上委員： 

全日本海員組合の第８５回定期全国大会が、１０月の３０日、３１日、１

１月１日の３日間で開催されます。全国大会は、組合の活動を決める最高決

定機関でありますので、ご報告いたします。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

 それでは、使用者委員の方からいかがでしょう。 

 

横見部会長： 

 そのほか、公益委員の方からいかがでしょうか。 

よろしいでしょうか。 
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横見部会長： 

 そのほか、事務局からいかがでしょうか。 

 

横見部会長： 

 それでは本日の部会は終了いたします。 

次回は９月１８日（水）１６時００分からとなっておりますので、皆様よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

(配付資料) 

 資料１．令和６年７月分 近畿運輸局管内船員職業紹介実績表 

 資料２．令和６年７月分 月間有効求人・求職状況（近畿管内） 

 資料３．令和６年６月分 局別月間有効求人数（商漁船・職部員別）等 

 資料４．内航輸送実績状況（令和６年６月分まで） 

 資料５．長距離フェリー輸送実績の推移（令和６年６月まで） 

資料６．船員教育機関卒業生の求人・就職状況及びあり方検討会の検討の方向性 

 資料７．最低賃金関係資料１～４ 

 


